
心
温
ま
る
時
間
。

心
温
ま
る
時
間
。

まち・むら Topics
長期インターンシップ実習を修了（笠置町）ほか … ❹

教育　
大谷翔平選手からグローブ ほか … ❺

安心・安全／消費者生活
第33回 京都府消防大会（3町村）ほか … ❻〜❼

保健・福祉
認知症の方が地域で安心して暮らせるように ほか … ❽〜❾

行政
人権擁護委員委嘱状伝達式（笠置町・和束町） ほか … ❿〜⓫

おしらせ … ⓬〜⓰　ベストショット … ⓱　クッキング 等 … ⓲

特集

 「��3月は和束町の魅力が満載」… ❷〜❸

和束町

相楽東部広域連合ホームページれんいけ
れ いんけ
れ いけん
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笠置町・和束町・南山城村、3町村をつなぐ広報紙広報
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10：30　�オープニング�
和束保育園コンサート

11：00　�ファミリーコンサート�
まごころステージ　ハートぐんぐん�
グローイングアップコンサート

13：00　式典・主催者挨拶
13：15　�市岡　裕子氏（ゴスペル歌手）�

「人生あきらめたらあかん！」�
～�足りないものに不平不満を言わず、�
有るものに感謝～

3月は3月は和和束町束町のの魅魅力力がが満載満載

MTB体験エリア

会場の様子

商工会出店ブースでは、和束町ならでは
のお店がたくさんあります。

音楽ステージや商工会出店ブース、

音楽ステージや商工会出店ブース、展示等、さまざまなエリアがあります。

展示等、さまざまなエリアがあります。茶源郷まつり茶源郷まつり
和束町最大級のお祭り。
約30年前にグリーンフェスティバルと
して誕生し、その後、名称を変更しつつ、
30年以上に渡り連綿と受け継がれてき
ました。そして2012年に「茶畑からお茶
の魅力のすべてを伝える。」という想いの
もと、「茶源郷まつり」として生まれ変わ
りました。
見て、食べて、体験して楽しめる茶源郷まつりにぜひご来場ください。
日３月17日（日）　午前10時～午後３時　所和束運動公園周辺

作品展示

ストラックアウト

保育園コンサート 過去の様子

キッズスペース
キッズスペース

（パンチヨーヨーつり・ストラッ
クアウト）、

（パンチヨーヨーつり・ストラッ
クアウト）、

作品展示、模擬店などがあります。

作品展示、模擬店などがあります。

茶源郷まつりに特設行政相談コーナー
　行政相談委員は総務大臣から委嘱を受け、活動しています。くらしに関する住民のみなさんの声
を行政に届けます。
　困ったときは、一人で悩まずご相談ください。和束町では、西島かよ子委員が活動されています。

心温まる時心温まる時間。間。 和束町

第22回 第22回 和束町人権フェスティバル和束町人権フェスティバル
和を束ね みんなでつくる 人権のまち和を束ね みんなでつくる 人権のまち
日３月３日（日）　午前10時30分～午後３時
所和束町人権ふれあいセンター・いきいきこども館
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音楽ステージ音楽ステージ
３組のアーティストが出演。
茶源郷和束をイメージした演奏を
お贈りします。
ゲスト 石野ゆうこさん
　　　Coming音都131
　　　和楽器METALPROJECT

10：30　オープニング
11：00　歌＆トーク
12：30　和束茶トーク
13：15　歌＆トーク
14：30　和束茶トーク
15：30　歌＆トーク
16：15　エンディング

茶源郷和束茶源郷和束
TEA PARTYTEA PARTY
個性豊かな和束茶を一度に楽
しめるテイスティングイベント。
日３月９日（土）・10日（日）
　　午前10時～午後３時
費500円

茶源郷和束茶源郷和束

ENJOY GREEN PARTYENJOY GREEN PARTY
茶源郷和束　ENJOY GREEN PARTYは、和束町の美しい茶畑・森林エリアである「緑泉コース」を散策
できるイベントです。期間中限定の催しや特典もご用意しておりますので、是非訪れてみてください。公式サイトは

こちら

日２月17日（土）〜３月17日（日）

謎解ウォークラリー謎解ウォークラリー
コースに仕掛けられた謎をすべて解くと、
茶茶ちゃんトートバックがもらえます。

全期間
開催中

ガイド付きガイド付き
ウォーキングツアーウォーキングツアー
ツアーガイドがおすすめのビュース
ポットや茶畑の豆知識を交えながら、
緑泉コースを楽しくご案内します。
日３月２日（土）・３日（日）・16日（日）  ①午前11時～・②午後２時〜
費2,000円　※茶茶ちゃんボトル付き

フォト＆スケッチフォト＆スケッチ
コンテストコンテスト
屋外作品展示屋外作品展示

全期間
開催中

和束町presents和束町presents

茶畑コンサート茶畑コンサートin アル・プラザ城陽in アル・プラザ城陽

当日は
ひなあられを
配ります

日３月３日（日）
　　午前10時30分～午後４時30分

和束茶体験和束茶体験
和束茶の体験ブースのほか、和束茶の魅力につい
てお話しいただくトークコーナーもご用意。
ゲスト 茶道家 田中賀鶴代さん
　　　おもてなし煎茶師 山岡和美さん 田中賀鶴代さん 山岡和美さん

石野ゆうこさん 和楽器METALPROJECT

Coming音都131

スペシャルMC
谷口キヨコさんが会場を盛り上げてくださいます。
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まち・むら
topics

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

浅
野
建
設
工
業
株
式
会
社 

様

　
浅
野
建
設
工
業
株
式
会
社
様
か
ら
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た「
保
育
所
運
営
事
業
」の
事
業
費
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら

も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
42
回

和
束
町
茶
香
服
大
会

　
１
月
13
日（
土
）、
グ
リ
ン
テ
ィ

和
束
で
第
42
回
和
束
町
茶
香
服
大

会
が
4
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

各
区
代
表
選
手
約
50
名
が
出
場
し
、

茶
の
鑑
定
技
術
を
競
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

男
性
の
部　
１
位　
畑　
新
悟

女
性
の
部　
１
位　
東　
テ
ル
子

総
合
の
部　
１
位　
釜
塚
区

茶香服大会の様子

令
和
５
年
度

和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式

　
同
日
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
令
和
５
年
度

茶
業
関
係
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
第
69
回
和
束
町
茶
品
評
会
、

令
和
５
年
度
和
束
町
優
良
品
種
茶
園
品
評
会
、

第
42
回
和
束
町
茶
香
服
大
会
の
上
位
入
賞
者

に
賞
状
を
、
ま
た
第
75
回
関
西
茶
品
評
会
１

等
入
賞
者
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 茶業関係表彰式の様子

和束町

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
浅
野
建
設
工
業
株
式
会
社 

本

社　
宇
治
市
折
居
台
一
丁
目
4
番
地
の
9

事
業
内
容　
舗
装
工
事
・
土
木
工
事　

等

寄
附
年
月
日　

令
和
5
年
12
月
14
日

南山城村

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を

修
了
し
ま
し
た

　
笠
置
町
で
は
、
京
都
光
華
女
子
大
学
の

学
生
2
名
を
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

習
生
と
し
て
受
入
れ
し
ま
し
た
。

　
計
13
日
の
実
習
期
間
中
は
、
現
地
に
て

実
習
生
自
ら
写
真
を
撮
影
し
、
S
N
S
に

よ
る
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

発
信
を
は
じ
め
、
役
場
の
職
務
内
容
の
把

握
や
若
手
職
員
と
の
意
見
交
流
、
町
内
事

業
者
へ
の
取
材
を
通
し
た
町
の
課
題
の
把

握
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から中町長、小西実習生、大西実習生

笠置町
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教
育

Educatio n

和束町史編さんだより
 第21回 和束の古墳出土品

　第17回でもお伝えしたように天満宮西側の福塚古墳からは６世紀前半の埴輪のかけらが出土していま
すが、中区の大杉古墳（消滅）からは立派な人物埴輪が昭和58年（1983）に出土しています。この人物
埴輪は町史編さんのための京都府立大学による調査で３Ｄスキャンも行われ、５世紀後半～６世紀前半に
つくられたものだとされています。
　天満宮東側の原山古墳（消滅）からは明治40年（1907）に甲冑などが出土し、現在は京都国立博物館
が所有していますが、博物館や府立大学の修理・調査によって５世紀後半当時の最新の技法が使われた甲
冑であることが明らかになっています。
　中区の二本一古墳（消滅）からは昭和13年（1938）に須恵器が出土
していますが、これについても府立大学による調査が行われ、６世紀前
半のものだとされています。また、門前の三本柿ノ塚古墳（消滅）から
も昭和33年（1958）に５世紀末の須恵器や鏡などが出土しています。
　以上のように和束の古墳出土品の調査によって５世紀後半～６世紀前
半に古墳が集中していることがわかりました。これは、この時期に和束
が開発されたことを示しているのだと考えられています。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課
　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室） 大杉古墳出土人物埴輪（個人蔵）

いきいきふれあいフェスタ2024
　笠置町産業振興会館にて「いきいきふれあいフェスタ
2024」がおこなわれました。同フェスタは笠置町内の個人、
団体による文化発表の場として毎年開催され、今年度も個人
的に創作活動をおこなっておられる方や、文化サークル、笠
置児童館、笠置保育所といった団体が展示の部（2月3日（土）
～ 2月9日（金））、舞台の部（2月3日（土））の各部門で日ごろ
の文化活動の成果を発表しました。今年度も「笠置さわやか
会」と共同開催したこともあり、来場者は約100名にのぼり、
大盛況の1日となりました。

大谷選手から
グローブをいただきました

　３学期の始業式、管内の３小学校にて大
谷選手からいただいたグローブが児童の皆
さんに紹介されました。グローブは右左用
あわせて３つ届き、「野球しようぜ。」と書
かれたメッセージも同封されておりました。
　各小学校では、有効活用をするために児
童全員で考えているところです。大谷選手
の想いを受け、それぞれの夢に向かって、
進んでくれることを願っています。

保育園児とキャッチボール

5 2024.3︱vOL.216広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

教育 Education



安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 
相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
３
月
は
新
大
学
生
や
新
社
会
人
等
が
親
元
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
時
期
で
す
。
住
宅

の
賃
貸
借
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
契
約
か
ら
退
去
時
ま
で
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

◎�

契
約
の
際
、
貸
主
側
か
ら
渡
さ
れ
る
書
類
の
内
容（
禁
止
事
項
、
修
繕
に
関
す
る
事
項
、
退
去

す
る
際
の
費
用
負
担
に
関
す
る
事
項
、
特
約
）を
必
ず
確
認
す
る
。
貸
主
側
と
一
緒
に
賃
貸
住

宅
の
現
状
を
確
認
し
、
写
真
や
メ
モ
で
記
録
を
残
す
。

◎�

入
居
中
に
雨
漏
り
や
ト
イ
レ
の
水
漏
れ
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ら
す
ぐ
に
貸
主
側
に
連
絡

す
る
。

◎�

退
去
す
る
時
に
は
精
算
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
で
き
な
い
点
は
貸
主
側
に
説
明
を
求
め
る
。

「
国
土
交
通
省
：
現
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
再
改
訂
版
）」を
参
考
に
す

る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
多
い
の
が
、
引
っ
越
し
直
後
を
狙
っ
た
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
次

に
事
例
と
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
事
例
〉
突
然
換
気
扇
フ
ィ
ル
タ
ー
販
売
業
者
が
訪
問
し
、
契
約
す
る
の
に
不
安
だ
っ
た
が
帰
っ

て
ほ
し
い
と
言
え
ず
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

🅰
〇�

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
、
少
し
で
も
疑
問
に
感
じ
た
り
不
審
に
思
っ
た
ら

管
理
会
社
な
ど
に
確
認
す
る
。

　
〇�

検
針
票
に
は
契
約
者
の
個
人
情
報
だ
け
で
な
く
、
電
力
契
約
の
切
り
替
え
に
必
要
な
顧
客
番

号
等
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
わ
か
れ
ば
電
力
契
約
の
手
続
き
が
で
き
て
し
ま
う
た

め
見
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
〇�

事
業
者
か
ら
訪
問
を
受
け
て
契
約
し
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。 住

宅
の
賃
貸
借
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
引
っ
越
し
直
後
の

訪
問
販
売
に
注
意

第
33
回 

京
都
府
消
防
大
会（
3
町
村
）

　
2
月
11
日（
日
）、
国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
、
第
33
回
京
都
府
消
防
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
京
都
府
知
事
消
防
定
例
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
笠
置
町
消
防
団

　
　
精
励
章

　
　
　
第
１
部　
　
団　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松　
井　
伴　
之

　
和
束
町
消
防
団

　
　
精
励
章

　
　
　
東
分
団　
　
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北　
　
　
雅　
仁

　
　
　
中
分
団　
　
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田　
中　
裕　
也

　
南
山
城
村
消
防
団

　
　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
第
１
分
団　
　
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保　
晋　
一

　
　
精
励
章　
　
　
　
副
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山　
本　
英　
樹

写真：左 大久保分団長　右 山本副団長（南山城村）　
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令
和
６
年
度 

第
１
回
京
都
府
警
察
官
募
集
に
つ
い
て

試
験
日�

５
月
12
日
（
日
）

期�

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　
　
　
３
月
１
日
（
金
）
～
４
月
８
日
（
月
）
正
午
ま
で

　
②
郵
送
受
付
期
間

　
　
　
３
月
１
日
（
金
）
～
４
月
８
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

他��

試
験
区
分
等
、
詳
し
く
は
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
京
都
府
警
察
公
式
S
N
S

（
I
n
s
t
a
g
r
a
m
、
Ｘ
、
L
I
N
E
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

府警HP

Instagram

X

LINE

木
津
警
察
署
で
少
人
数
制
の
業
務
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す

日�

3
月
13
日
（
水
）

　
　
午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分

所�

京
都
府
木
津
警
察
署

対�

令
和
６
年
度
第
１
回
京
都
府
警
察
官
採
用
試
験
受
験
予
定
者

内�

警
察
業
務
説
明

　
各
種
警
察
活
動
（
鑑
識
活
動
等
）
体
験
等

期�

3
月
11
日
（
月
）
正
午
ま
で

申�

木
津
警
察
署
ま
で
電
話
連
絡

定�

少
人
数
制
に
つ
き
、
先
着
申
込
8
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問�
京
都
府
木
津
警
察
署
警
務
課　

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

　
京
都
府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
　
☎
0
7
5
・
4
1
5
・
3
1
4
0

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
は「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

　
　
出
典
：
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
HPhttp://w

w
w

.fdm
a.go.jp/

消防庁HP

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
10
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い

た
機
器
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、

10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ

ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
備
え
て
お
く
。

・�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火

対
策
を
お
こ
な
う
。
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相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
肺
は
大
き
く
分
け
て「
肺
胞
」と
肺

胞
の
間
を
し
め
る「
間
質
」と
で
出
来

て
い
ま
す
。そ
の
間
質
に
炎
症
が
起

こ
る
こ
と
を「
間
質
性
肺
炎
」と
言
い
、

原
因
不
明
な
も
の
と
明
ら
か
な
も
の

と
に
分
類
さ
れ
ま
す
。明
ら
か
な
も

の
に
は
膠
原
病（
関
節
リ
ウ
マ
チ
・

皮
膚
筋
炎
な
ど
）・薬
剤
性・じ
ん
肺・

ウ
イ
ル
ス
・
放
射
線
・
好
酸
球
性
な

ど
が
あ
り
ま
す
。喫
煙
に
関
連
す
る

こ
と
も
多
く
、薬
剤
で
は「
柴
胡
」や

「
黄
ご
ん
」を
含
ん
だ
漢
方
薬
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
は
進
行
性
の
呼
吸
困
難
や
慢

性
咳
嗽
で
す
が
、初
期
に
は
労
作
時

の
み
息
切
れ
が
あ
り
、安
静
時
は
無

症
状
で
見
逃
さ
れ
が
ち
で
す
の
で
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。安
静
時
の
酸

素
濃
度（
S
p
O2
）が
正
常
で
も
労
作

時
に
低
下
す
る
こ
と
が
多
く
、６
分

間
歩
行
の
後
、測
定
す
る
と
低
下
し

て
い
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

診
断
は
肺
の
捻
髪
音
、太
鼓
ば
ち

指
、薬
剤
の
使
用
、抗
菌
剤
に
不
応
、

血
中
K
L
―

６
・
L
D
H
・
S
P
―

A	

・
S
P
―

D
の
上
昇
、胸
部
C
T
で
網

状
影
や
ス
リ
ガ
ラ
ス
影
で
確
定
し
ま

す
。　

　
画
像
検
査
で
は
①
急
性
経
過
・
浸

潤
型
②
肺
線
維
症
・
繊
維
化
が
強
い

型
③
非
特
異
性
で
ス
リ
ガ
ラ
ス
影
が

強
い
型
の
３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、

治
療
は
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
や
抗

線
維
薬
や
免
疫
抑
制
薬
が
使
い
分
け

さ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
早
期
発
見
が
大

切
で
、年
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

な
ど
健
診
を
受
け
る
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

藤
木
医
院

藤
木
新
治

間
質
性
肺
炎
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

そ
の
104

保健・福祉保健・福祉

献血にご協力ください（南山城村）
日３月21日（木）　午前10時～11時45分
所本郷コミュニティセンター
対男性 17歳から69歳まで　女性 18歳から69歳まで
　男女とも体重50㎏以上の方
　※�65歳以上の方については60歳から64歳までに献
血をされた方に限ります。

　※�患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断
りすることがあります。

持�献血カード、または運転免許証など本人確認ができ
るもの

駐車場 �
　�本郷コミュニティセンター前は混雑するため駐車は
ご遠慮ください。やまなみホール駐車場か南山城村
役場の駐車場をご利用ください。

問税住民福祉課　☎0743・93・0103

全国社会福祉協議会会長表彰（南山城村）
　令和５年11月15日（水）、南山城村社会福祉協
議会の介護支援専門員、宇宿木綿子さんが、長年に
渡る当村の社会福祉向上に対する功績が認められ、
社会福祉法人全国社会福祉協議会会長より表彰状が
授与されました。
　授与日にあたる令和５年
度全国社会福祉大会には、
ご都合が合わず欠席となり
ましたが、後日南山城村社
会福祉協議会の髙本会長よ
り表彰状が授与されました。
　長年のご尽力に深く感謝
申し上げますとともに、心
よりお喜び申し上げます。

４月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  4月  7日（日） 内科・小児科
    　14日（日） 内科
    　21日（日） 内科
    　28日（日） 内科・小児科
    　29日（月・祝） 内科
※�３月分については広報れんけい２月号を
ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

82024.3︱vOL.216 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Health and Welfare 保健・福祉



事前登録制度 ～認知症高齢者等SOSネットワーク事業～
　この制度は徘徊のある認知症の方などの情報を事前に登録し、万が一行方不明になられた場合に関係機関に登録
情報を提供し、地域のネットワークで高齢者をできるだけ早く発見･保護し、安全と家族の安心をサポートするものです。
対�各町村に住所を有し、認知症などにより行方不明となるおそれがある方
問�・申�笠 置 町　保健福祉課　☎0743･95･2303 直　　地域包括支援センター　☎0743･95･2890
　　　和 束 町　福祉課･地域包括支援センター　☎0774･78･3006 直
　　　南山城村　保健医療課　☎0743･93･0104 直　　地域包括支援センター　☎0743･93･0294
　　　※�行方不明だと気づいたときはすぐに木津警察署、最寄りの交番･駐在所へご連絡ください。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
に
つ
い
て

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
に
お
い
て
、高
齢
者
の
人
口
が
増
え
る

に
伴
い
認
知
症
患
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
に
は
6
7
5
万

人（
高
齢
者
に
占
め
る
割
合
19
・
0
％
）に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。平

成
12
年
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
認
知
症
の
認
識
が
薄
か
っ
た
当
時

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
、認
知
症
の
方
が
身
近
に
お
ら
れ
る
こ
と
が
普
通
に

な
り
ま
し
た
。認
知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
と
の
思
い
は
今
で
も
当
然
高
齢

者
の
み
な
ら
ず
、ど
な
た
で
も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、高
齢
者
の
5
人
に
1

人
が
認
知
症
で
あ
る
と
い
う
時
代
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。特
に
相
楽

東
部
地
区
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、認
知
症
の
方
の
比
率

は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。高
血
圧
症
、骨
粗
鬆
症
な
ど
歳
を
重
ね
る
ほ
ど
増
え

る
病
気
と
同
じ
よ
う
に
珍
し
く
な
い
病
気
と
し
て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
方
々
が
地
域
で
援
助
を
受
け
な
が
ら
、住
み
慣

れ
た
地
域
、住
み
慣
れ
た
家
で
人
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。認
知
行
動
の
中
に
は
適
切
な
治
療
で
そ
の
症
状
が
な
く
な
る
病

気
、例
え
ば
、水
頭
症
、慢
性
硬
膜
下
血
腫
が
あ
り
、が
ん
と
同
じ
よ
う
に
認
知

症
状
を
早
期
に
発
見
し
、早
期
治
療
に
導
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
認
知
症
の
初
期
症
状
」と
は
、と
考
え
る
と
難
し
い
の
で
す
が
、鍵
を
忘
れ

る
等
の
年
相
応
の
忘
れ
物
で
は
な
く
、自
分
の
や
っ
た
行
動
を
し
て
な
い
な

ど
と
い
う
行
動
の
欠
落
、忘
れ
。何
か
少
し
の
こ
と
で
も
の
す
ご
い
勢
い
で
怒

る
。何
度
も
何
度
も
同
じ
事
を
聞
く
。家
の
中
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。ご
み
袋

に
入
れ
た
収
集
癖
が
あ
る
等
の
身
近
な
変
化
の
時
に
早
期
発
見
す
る
こ
と
が

大
切
で
、症
状
の
進
行
を
緩
や
か
に
し
、ご
本
人
、家
族
の
不
安
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
早
期
の
段
階
で
認
知
症

初
期
集
中
支
援
に
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
職
種
が
対
応
す
る
こ
と
に
よ

り
地
域
の
中
で
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
長
く
不
安
が
少
な
く
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
制
度
が
認
知
症
初
期
集
中
支
援
制
度
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

柳
澤
活
道
ヶ
丘
診
療
所 　

柳
澤
　
衛

認知症サポーターが活躍されています
　今年も小中学生や大人向けに、認知症サポーター養成講座をおこないました。
　笠置町ではキッズサポーターステップアップ講座として小学生が自分たちでゲームを考え、認知症カフェで高
齢者と一緒におこないました。和束町では、認知症サポーターが地域のサロンで認知症カフェを開き、回想法や
ゲームなどをおこない、認知症予防のお手伝いをされています。南山城村では、認知症サポーターが外出支援サ
ービスの支援員や地域のサロン等で活躍されています。
　また日頃から、ご近所の認知症の方に声掛けや見守りもおこなっていただいています。
　認知症に対する正しい知識と関わり方を広める役割を担い、認知症の方やご家族の暮らしを温かく見守る認知症
サポーターがこれからも活躍してくれることを期待しています。

笠置町キッズサポーター
ステップアップ講座の様子

和束中学校ジュニアサポーター 南山城村認知症カフェ（むらカフェ）の様子

認知症の方が地域で安心して暮らせるように
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

人権擁護委員委嘱状伝達式（笠置町・和束町）

　笠置町では、１月15日（月）に、人権擁護委員の任期満了に
より笠置町長から浦井紀代美人権擁護委員に委嘱状伝達式を
おこないました。
　浦井紀代美さんは令和３年に人権擁護委員に就任され、引
き続き１月１日から３年間、活動していただきます。
　笠置町の人権擁護委員は浦井紀代美さん含め田中正嗣さん
丸山敏夫さんの３名の方により、月１回人権相談、人権の花事
業などさまざまな啓発活動を、今後もおこなっていただきま
す。
　また、和束町でも同日に、和束町役場において、人権擁護委
員感謝状贈呈式および委嘱状伝達式をおこないました。
　人権擁護委員として平成26年７月から約９年間にわたり
ご活動いただきました渡邊隆一郎さんが退任されるにあたり、
法務大臣より感謝状が、城南人権擁護委員協議会からは記念
品が贈呈されました。
　渡邊さんは人権擁護委員として、持ち前の穏やかで優しい
お人柄を活かし、人権に関する相談や啓発活動など多岐にわ
たりご活躍されました。
　また、渡邊さんの退任により、後任となる桧谷正樹さんへ法務大臣からの委嘱状を西林京都地方法務局宇治支
局長より伝達されました。
　和束町の人権擁護委員は、中嶋修さんと中井薫さん、そして今回新たに委嘱されました桧谷正樹さんの３名と
なりました。和束町人権ふれあいセンターにて、毎月27日（休日の場合は、その前のセンター開館日）に人権相談
所を開設していますので、ぜひお気軽にご相談ください。

第46回南山城村茶業者大会（南山城村）

　広く南山城村の「お茶」を紹介し、
消費拡大を啓発。茶業振興を図るこ
とを目的としておこないます。茶香
服大会は参加申し込みが必要ですが、
講演はどなたでも参加いただけます
ので是非ご参加ください。
日３月６日（水）午後１時から
所やまなみホール
内（１）�褒章授与および�

感謝状贈呈式
　（２）講演（午後２時45分予定）
　　　　「株式会社松北園茶店 代表取締役社長 杉本　剛 氏」
　（３）茶香服大会　など
問南山城村産業観光課　☎0743・93・0105

過去開催時の様子

左：中町長　右：浦井紀代美さん

左：桧谷正樹さん　右：渡邊隆一郎さん

102024.3︱vOL.216 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Administration 行政



軽自動車（原付・軽自動車四輪等）の手続きについて

　転出・転入をした、所有者が変わった、中古車・新車を売買した方へ。
　軽自動車の手続き、忘れていませんか。
　軽自動車税は毎年４月1日が課税基準日です。そのため、４月１日以降に手続きをしても、その年の税額等
は変わらず、翌年から反映されます。
　特に、軽自動車の「三輪」以上で初回検査日から13年が経過する車体は、「重課」となります。旧税制（～27年）
の税額から重課されると額が大きく変わるため、注意が必要です。

●手続きをされる方へ
他市町村ナンバーや、他市町村を定置場にしている車体は手続きできません。
軽自動車税の種別によって手続きの場所が違います。
・原付1種、原付２種（乙）／（甲）、特定小型原付、ミニカー、小型特殊自動車� →各町村役場
・三輪または四輪の軽自動車� →軽自動車検査協会
・軽二輪（125cc超え250cc以下）、二輪の小型自動車（250cc超え）→近畿陸運局京都運輸支局

●各町村役場の手続きで必要なもの
【登録（新規）】
　軽自動車税申告（報告）書兼標識交付申請書（各役場の窓口にあります。以下、登録申請書）、申請
者の本人確認書類（申請者と所有者/納税義務者が違う場合は委任状も必要）。以下略）
【登録（中古・転入）】
　登録申請書、転出元での廃車証明書、申請者の本人確認書類
【廃車（抹消・転出）】
　軽自動車税廃車申告書兼標識返納書（各役場の窓口にあります。以下廃車申告書）、ナンバープレー
ト、標識交付証明書（登録時に交付されます）、申請者の本人確認書類
【廃車（盗難）】
　車体を盗難された場合は、警察で盗難届を提出後、廃車申告書に盗難届受理番号等を記載してくださ
い。その廃車申告書と申請者の本人確認書類を確認後、役場窓口にて廃車処理をおこないます。

問笠置町税住民課　　　　☎0743・95・2302 直　　和束町税住民課　☎0774・78・3005 直

　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直

　軽自動車検査協会京都事務所　☎050・3816・1844　〒612-8418 京都府京都市伏見区竹田向代町51番12
　近畿運輸局京都運輸支局　　　☎050・5540・2061　〒612-8418 京都府京都市伏見区竹田向代町37番地

令和６年能登半島地震災害義援金を寄附いただきました（南山城村）

　１月29日（月）、カフェセブン様より令和６年能登半島地震災害義援金を
寄附いただきました。
　いただいた義援金は日本赤十字社の「令和６年能登半島地震災害義援金」と
して寄附させていただきました。
　カフェセブンの作田さんによると、１月の土日祝の営業日において、募金
箱を設置したところ訪れた方々から計119,876円の募金があったそうです。
　引き続き、各町村役場に募金箱を設置しておりますので、みなさんの温か
いご支援をお待ちしております。

 左：カフェセブン　作田さん
右：平沼村長
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
3
月
4
日（
月
）・
18
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
3
月
13
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日
3
月
14
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
3
月
16
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
3
月
9
日（
土
）

　
　

�
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

大
人
も
Wa
k
u
Wo
r
k
体
験
事
業

 『
や
ろ
う
ゼ
‼
男
飯
』	

日
4
月
15
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時
30
分

所�

つ
む
ぎ
テ
ラ
ス

講�

浦
井　
紀
代
美
さ
ん
（
笠
置
町
さ
ざ

な
み
会
）

内�

春
野
菜
か
き
揚
げ
、
手
打
ち
う
ど
ん

費�

1
1
0
0
円（
材
料
費
＋
参
加
費
）

対�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

男
性（
高
校
生
除
く
）

定
10
人　
　

持�

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、

三
角
巾
、
お
米
1
合

期
3
月
21
日（
木
）～
29
日（
金
）

　
※�

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
材
料
費

1
0
0
0
円
を
徴
収
し
ま
す
。

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

京
都
府
最
大
級
1
0
0
法
人
が
出
典

「�

F
U
K
U
S
H
I 

就
職
フ
ェ
ア 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」開
催

日
3
月
23
日（
土
）

　
・�

業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
介
護
の
仕
事
ミ
ニ
体
験
」

　
　
　
午
後
0
時
30
分
～
1
時

　
・�
合
同
就
職
説
明
会

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

所�

み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
勧
業
会
館
）

3
階

問�

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　

�（�

京
都
府
福
祉
人
材・研
修
セ
ン
タ
ー
）　　
　
　

催
し

　
担
当
：
田
畑
・
立
山

　
　
☎
0
7
5
・
2
5
2
・
6
2
9
7

人
権・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
3
月
19
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

笠
置
会
館　
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
3
月
17
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時（
予
定
）

所
茶
源
郷
ま
つ
り
内
特
設
ブ
ー
ス

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
3
月
27
日（
水
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

FUKUSHI
就職フェア
ＫＹＯＴＯ

HP

相
談
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（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
3
月
21
日（
木
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
3
月
21
日（
木
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
3
月
19
日（
火
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

実
施
日

場
　
所

3
月
13
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

3
月
19
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

3
月
29
日（
金
）
笠
置
会
館

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
3
月
21
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取

り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話

が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴

器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な
ど
耳
の

実
施
日

場
　
所

3
月
13
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
月
15
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

3
月
22
日（
金
）
高
尾
公
民
館

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』

『
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府

山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
4
月
2
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

費�

無
料

予�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　

0
1
2
0・0
7
8・3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。年

齢
と
と
も
に
、誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
。自
分
の
聴
力
が
ど

の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、聴
力
測
定
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

巡
回
相
談
会

日
3
月
15
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
②
午
前
11
時
30
分
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～

　
　
④
午
後
２
時
30
分
～　

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み
が
多

い
場
合
は
、変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0
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親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
3
月
18
日（
月
）

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住

ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

・
所�

※
3
月
は
次
の
通
り
で
す
。

　
5
日（
火
）　
午
前
10
時
〜
正
午

�　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
※
今
年
度
最
後
で
す
。

　
予
約
不
要
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
。

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

質
の
高
い
医
療
提
供
を
目
指
し
て

　
令
和
5
年
10
月
か
ら
急
性
期
一
般
病

床（
看
護
配
置
７
対
1
）の
内
3
階
病
棟

の
10
床
を
高
度
治
療
室（
ハ
イ
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
：
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）（
看
護
配
置
５
対

1
）に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

　
高
度
治
療
室
と
は
、
救
急
搬
送
後
や

手
術
後
な
ど
、
濃
厚
な
集
中
治
療
が
必

要
な
患
者
さ
ん
を
中
心
に
治
療
を
行
う

治
療
室
で
す
。
一
般
病
床
と
比
較
し
て

手
厚
い
看
護
師
配
置
と
な
る
た
め
、
よ

り
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
多
職
種
に
よ
る

医
療
チ
ー
ム
で
３
６
５
日
、
24
時
間
体

制
で
治
療
、
看
護
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す

　
引
越
す
際
に
手
続
が
必
要
な
転
出
届

は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
提
出
が
可
能
で
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転
出

に
あ
た
り
町
村
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、
日
本
国

内
で
の
引
越
し
を
す
る
方
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ご
自
身
単
身
で
の
引
越

し
の
他
、
ご
自
身
と
同
一
世
帯
員
、
ご

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
方
の
引
越
し
で

も
利
用
可
能
で
す
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届

の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転
入

先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の

そ
の
他

手
続
が
必
要
で
す
。

問�

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2
直

　
和
束
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
直　

　
南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3
直

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マイナポータル
引越し手続きに

ついて
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催 し
2024・食の祭典「KASAGI鍋フェスタ」（笠置町）

　１月28日（日）、笠置町で４年ぶりに2024・食の祭典「KASAGI鍋フェスタ」を開きました。
　全国各地のご当地鍋ブースに15店舗、グルメブースに19店舗や各地のゆるキャラ、地元サークルのステ
ージイベントなど、多くの人達のご協力により会場は大いに盛り上がり、当日は約7,000人もの方々が訪れ
大盛況のイベントになりました。
　町民のみなさんや会場にご来場くださったみなさんのご理解とご協力もあり、大きなトラブルや事故、交
通渋滞もなく無事に終えることができました。
　今後もみなさんに愛されるイベントになるよう引き続き努めてまいります。

2024・笠置さくらまつり（笠置町）
　３月30日（土）午前10時から午後３時まで笠置キャンプ場ふれあい広場およびさくら並木一帯で「2024・
笠置さくらまつり」をおこないます。当日は、商工会や飲食店などの特産品の販売ブースが出店する他、地
元サークルのステージ発表やフォトコンテストの表彰式など、楽しく、美味しいイベントを予定しています。
入場は無料ですので、ご家族揃って多数ご来場ください。
問笠置町商工観光課　☎0743・95・2327 直 ／ 笠置町四季彩祭実行委員会事務局　☎0743・95・2088 直

（令和５年４月１日（土）撮影）
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京都やましろ体験交流協議会	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）2月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　今年度の教育旅行（国外含む）の受入
（16校914名）が無事に終わりました。
　農泊体験後、生徒さん達からのお礼
の手紙や先生からの事後学習の報告な
どを通じて、とても有意義な時間を過
ごしていただけたことを感じました。
受入家庭さんの温かいおもてなしの心
に感服しました。
　次年度も国内外を含め、多くの方が
ここ京都やましろ地域での田舎暮らし
体験を楽しみにされています。
　受入家庭のみなさん、引き続きよろ
しくお願いいたします。

受入の様子

募 集
令和６年度自衛官募集

１ 募集種目および試験期日等
募集種目 受付期間 試験期日 資　格

幹　部
候補生
（第１回）

一　般
（大卒程度）

３月１日（金）
～

４月12日（金）

1次  ４月20日（土）・21日（日）
２次  ５月24日（金）～ 30日（木）
３次  （海・空飛行要員のみ）
　　海：６月20日（木）～ 24日（月）
　　空：７月13日（土）～８月１日（木）

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込
含）、修士課程修了者等（見込含）は28
歳未満）

一　般
（院卒者）

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等（見込含）

歯　科
薬剤科

1次  ４月20日（土）
２次  ５月24日（金）～ 30日（木）

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳
未満の者（薬剤科は20歳以上28歳未
満の者）

幹　部
候補生
（第２回）

一　般
（飛行要員を除く） ４月24日（水）～

６月13日（木）
1次  ６月22日（土）
２次  ７月30日（火）～８月５日（月）

上記「一般（大卒・院卒）」と同様
歯　科
薬剤科 上記「歯科・薬剤科」と同様

一般曹候補生
（第１回）

３月１日（金）
～

５月７日（火）
1次  ５月17日（金）～ 20日（月）
２次  ６月15日（土）～ 23日（日）

18歳以上33歳未満の者（32歳の者
は、採用予定月の末日現在33歳に達
していない者）

自衛官候補生 年間を通じて行
っております。 受付時にお知らせします。

18歳以上33歳未満の者（32歳の者
は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない者）

２ 受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38	 ☎075・803・0821
　　  recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S.C OKUBO202号室	 ☎0774・44・7139
　　  kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶笠 置 町 総 務 財 政 課　☎0743・95・2301 直
　　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001 直
　　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102 直
　⑷その他　�自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっています。

QＲコードからも
アクセスできます。
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　２月２日（金）、笠置町・和束町・南山城村の保育園（所）で節分の豆まきをおこないました。子
どもたちは「福はうち！鬼はそと！」と言いながら元気いっぱい豆まきを楽しみました。子どもたち
みんなに幸せが訪れますように。

笠置町笠置町・・和束町和束町・・南山城村南山城村の保育園（所）の保育園（所）「節分の集い節分の集い」」

笠置保育所

和束保育園

南山城保育園
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【相楽東部広域バス】好評運行中３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年２月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,109人　
世帯数    578世帯

（減7）
（減1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,482人　
世帯数 1,666世帯

（減17）
（減7）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,440人　
世帯数 1,203世帯

（減12）
（減5）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

『おはなしのじかん』のご案内
日３月17日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター 1階ホール

和束町体験交流センター図書室から

『はるのおはなし会』のご案内
日３月16日（土）午後2時～ 3時30分　所南山城村図書室
定15名（要予約）
3月15日（金）までに南山城村図書室へお申し込みください。

南山城村図書室から

『ブックカフェ』開催のご案内
日３月15日（金）午後６時30分～
所笠置町産業振興会館
　紹介したい本はおひとり3冊までご持
参ください。もちろん見学のみのご参加
も歓迎いたしますので、お気軽にご参加
ください。定員は10名です。お申し込み
は各図書室まで。詳しくは図書室および
教育委員会で配布しているチラシをご覧
ください。

献立例

せん茶�茶の香ごはんで使用した茶殻
しょうが���������ひとかけ
ちりめんじゃこ�������� ４g
花かつお����������� ４g
白いりごま��������小さじ２
砂糖�����������小さじ１
塩���������� 小さじ１/２
みりん����������小さじ１
ごま油�������� 小さじ１/２
しょうゆ���������小さじ１

材料（４人分）
❶�しょうがはおろし、しぼる。
❷�フライパンにせん茶(茶殻)

をほぐしながら炒める。
❸�ごま油を加え、さらに炒め

る。
❹�ちりめんじゃこ、花かつお、

白いりごまを加え炒める。
❺�①のしぼり汁、砂糖、塩、

みりん、しょうゆを加え、
味をととのえる。

作り方

米�������������２合
せん茶���������大さじ１
塩�������������少々
昆布������������ ２g

材料（４人分）

❶�せん茶を煮出す。
❷�炊飯器に精白米、塩、昆布、①の

せん茶を入れて炊く。

作り方

せん茶料理

茶の香ごはん茶の香ごはん

せん茶料理

茶の香ふりかけ茶の香ふりかけ
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